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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本語の名詞修飾構造の類型論的性質が、どのように英語の関係詞節および
同格節の習得に影響を及ぼしているかを明らかにした。日本語の名詞修飾節は、形態的および統語的にみて、関係節と
同格節のような区別がほとんど存在せず、そのことによって、関係代名詞節と関係副詞節の区別や関係詞節と同格節の
区別が日本語を母語とする英語学習者にとって困難になりうることを、誤用データの分析から明らかにした。
　さらに、名詞修飾節の制約が緩やかではあるが日本語よりは制約のある韓国や中国語の母語話者と比べても、誤用の
割合がかなり大きいことがわかった。

研究成果の概要（英文）： In this study, we have clarified how the characteristics of Japanese noun 
modifying clause affect acquisition of English relative clauses or appositive clauses by Japanese 
learners. Japanese language does not distinguish relative clauses and appositive clauses either 
morphologically or syntactically. We have pointed out that this causes difficulty for Japanese learners 
to acquire distinction between types of relative clauses or between relative clauses and appositive 
clauses by showing how often they actually make mistakes in these respects.
 Furthermore, it has also become clear that Japanese learners make mistakes on these points more often 
than Korean and Chinere learners, whose languages does not have strict distinction between relatives and 
appositives but have some features characterizing types of noun-modifying clauses.
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１．研究開始当初の背景 
(1)言語類型論では、複文構造の現象に関して、

どのような普遍的傾向や変異が存在するか

を探求してきた。また、Croft (2001) の根源

的構文文法(Radical Construction Grammar) の

複文の連続性に関する分析は、認知類型論的

な視点を取り入れた研究として注目されて

いる。日本語とその他の言語との複文構造に

関する対照的研究では、日本語の連体修飾節

と他言語の関係詞節の特徴の対照研究が行

われている。これらの研究動向が、日本語や

英語の第一・第二言語習得研究に影響を与え

ている例（大関 2008）も見受けられる。補

文節に関しては、日本語の補文節の名詞化構

造と他言語の補文節との対比が行われてい

る他、副詞節に関しては副詞節を導く接続詞

の文法化のプロセスの研究 などがある。 

 (2)第二言語習得における複文構造の研究は、

言語類型論的観察に基づいた関係詞節の習

得順序の研究や、Wh-移動や繰り上げなどの

規則の習得研究などが見られるものの、これ

らの研究は、いずれも特定の言語理論から生

じた予測を検証しようとするものであり、複

文構造自体がどのように習得されていくの

かという視点は必ずしも明確ではなかった。 
 
２．研究の目的 
(1)認知類型論的観点からの日英語の複文構

造の特徴付け：日本語母語話者が英語を学習

する際に困難を感じることが多いとされる

関係節、 日英語ともに関係節との連続性が

指摘されている同格節の構造と機能の相互

関係が、それぞれどのような認知類型論的要

因に基づいているのかを明らかにする。 

(2)日本人英語学習者にとって、関係節およ

び補文節の構造および機能のどのような点

が使用上の困難を引き起こしているかを、先

行研究および、本研究で構築予定の作文デー

タベースを元に調査する。 

 
３．研究の方法 
(1)研究代表者は、日本語を母語とする英語

学習者の学習者コーパスを用いて、学習者が

産出した、関係詞節および同格節の文例を収

集し、英語の名詞修飾節構造を用いる際にど

のようなタイプの誤用がどの程度の頻度で

おこっているかを調査する。その調査と並行

して、日本語の名詞修飾節構造が、英語の関

係詞節や同格節に比べてどのような言語類

型論的特徴があるのかを明らかにした。 

(2)研究分担者は、認知言語類型論的な立場

から、主節と従属節の連続性を、従属節内部

で主節特有の特徴が見られる主節現象など

に注目しながら研究し、日本語の主節・従属

節の分布に関する理論的基盤を研究した。 

 

４．研究成果 

(1) 寺村(1992)で述べられているように、

日本語の名詞修飾節は「内の関係」と「外の

関係」に類別されるという考え方がある一方

で、日本語は、英語の同格節などで用いられ

るような明示的な接続機能を示す語句が名

詞修飾節と被修飾名詞の間におかれること

がなく、名詞修飾節内の名詞句が、主節にお

ける場合と同様に省略可能であるという点

から、「内の関係」、「外の関係」という区別

すら存在せず、言わば一般的名詞修飾節とい

う単一の構造を持ち、解釈に際してのフレー

ムへの依存の度合いによってより「内の関

係」的に捉えられるか、「外の関係」的に捉

えられるかという違いがあるにすぎないと

いう考え方(Matsumoto 1998, Comrie 1998, 

2002)がある。 

いずれの見方を取るにしても、日本語の名

詞修飾節が英語の関係詞節や同格節のくら

べてかなり広い意味的関係を表すことがで

きることは明らかである。韓国語や中国語も

英語よりはかなり広い意味的関係を表すこ

とができるものの、日本語にはない動詞の形

態上の区別が存在していたり、日本語では可

能な意味関係が表せない場合があるといっ

たように、日本語よりは名詞修飾節の種類に



関する限定性が存在している（松本 2014）。 

(2)このような母語の性質の違いが、どのよ

うに英語名詞修飾節（関係詞節および同格

節）の習得に影響を与えているのかを、英語

学習者コーパスのデータ分析により調査し

た。 

 日本の中学・高校生の英作文を集めた学習

者コーパス(JEFLL)を調査し、関係代名詞節

と関係副詞節の混同や、同格節の過剰生成に

ついて調査した(守屋 2014)。 

① 関係詞構文の場合には、具体性が高い名

詞が被修飾名詞になる場合に関係代名詞

と関係副詞の混同が起こりやすい。例えば、

place を被修飾名詞にした場合よりも

village のような具体的な場所を表す名詞

のほうが誤用が起きやすい。 

②同格節構文の場合には、日本語の「外の関

係」を持ち込んで過剰一般化をするケース

がある。ただし、に正の転移と見なせる場

合も存在する。 

(3)さらにアジアの英語学習者のデータを収

集したコーパス(The International Corpus 

of Asian Learners of English, ICNALE)を

用いて、日本語、韓国語、中国語母語話者の

関係詞節使用に関する誤用の対照を行った。

その結果、日本人英語学習者は、which を関

係副詞として用いたり、同格節を導く接続詞

として使用する誤用が、使用例全体の 10 パ

ーセントに及ぶのに対し、韓国人英語学習者

は 2.4 パーセント、中国人英語学習者は 1.2

パーセントと日本人学習者に比べかなり低

いことがわかった(守屋 2016)。 

 これらの調査から、日本語の名詞修飾節の

言語類型論的特徴が、英語学習の際に、影響

を与えていることが明らかになった。 

(4)今後の課題として、関係詞の場合、which

のように日本人英語学習者の誤用の割合が

他の言語を母語とする英語学習者よりかな

り高いものもある一方で、それほど差がない

ものもあることがデータ分析で明らかにな

っているが、そのような違いをもたらす要因

は何かを明らかにすること、また、いわゆる

「外の関係」に関連した英語の同格節の過剰

生成について、より詳しく事実観察を行い、

どのような種類の「外の関係」が過剰生成さ

れやすいのか、またそれは何故か、といった

問題を掘り下げていく必要がある。 
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